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Ｉ．令和８年度事業計画の概要 

１．はじめに

理事長 木 宮 健 二 

本法人は、令和 8 年度に創立 80 周年という大きな節目を迎えます。これまで本法人の教育研究活

動の発展に多大なるお力添えを賜りました関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。今後も先人が

築き上げた建学の精神と理念を礎に、その歩みを継承しながら、未来を見据えた法人運営を着実に進

めてまいります。 

こうした節目の年を迎える一方で、社会全体の動向に目を向ければ、出生数の減少が続く中、私立

学校を取り巻く経営環境は今後さらに厳しさを増すことが見込まれます。本法人では、このような状

況を踏まえ、令和 8 年度から始まる第 3 期中期計画（令和８年度から令和 12 年度）を基軸に、教育

環境の整備をはじめとして、下記のような事業計画に取り組み、未来志向の経営改革を進めてまいり

ます。 

まず、施設設備につきましては、令和 10 年 4 月の開設を目指し、常葉大学浜松キャンパスの JR 浜

松駅南口への移転事業を着実に進めます。交通至便で最新の設備を備えた新キャンパスは、県内進学

を希望する高校生に快適で充実した学びの場を提供するとともに、近隣大学との連携を通じて教育

力・研究力の向上にも寄与するものと確信しております。また、常葉大学静岡水落キャンパスにおい

ても、教育研究環境のさらなる充実のために、校舎増築工事の本年度中の竣工を予定しております。 

次に、持続可能な法人運営を支えるため、本法人の設置する大学及び短期大学部並びに各学校の魅

力ある教育を広く周知し、志願者および入学者の安定的な確保を目指します。さらに、適切な予算編

成と効率的かつ効果的な予算執行による強固な財務基盤の確立、将来を見据えた組織力強化のための

人材育成にも継続して取り組み、安定的かつ発展的な法人運営の体制を確立してまいります。 

令和 8 年度は、これらの施策を着実に推進する重要な一年です。本事業計画に基づき、「地域と連

携し、教育を通して地域創生に貢献する」という本法人の使命を果たして、引き続き皆様に選ばれる

教育機関であり続けるため、教職員一同が一丸となって不断の改革を進めてまいります。皆様には、

引き続きご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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２．重点事業計画 

本法人の重点事業計画は、私立学校ならびに本法人を取り巻く環境を踏まえ、各学校等における教

育研究活動およびこれに付随する事業を推進する目的で策定したものです。令和８年度は、第３期中

期計画（令和８年度～令和 12 年度）の初年度となります。今後 5 年間の計画達成に向け、本年度は

次の５つの重点事業を確実に遂行して参ります。 

（１）常葉大学浜松キャンパス移転及びキャンパス整備の推進＜継続＞ 

浜松キャンパスの新校舎建築事業について令和 9 年 11 月末竣工を目指して工事を進める。また、

新キャンパスへの移転を円滑に実施するため、設置に必要な什器・備品の計画を立案するとともに、

移設対象となる物品の整理・リスト化などの準備作業を進める。 

（２）常葉大学静岡水落キャンパスの校舎増築工事及び設備整備の推進＜新規＞ 

令和 8 年 5 月静岡水落キャンパスの校舎増築工事竣工を目指すとともに、必要な教具・校具等の

整備事業を進める。 

（３）IR に基づく志願者動向分析と戦略的募集活動の推進＜新規＞ 

少子化や社会構造の変化を踏まえ、IR の視点から志願者動向を多角的・継続的に分析する。各校

の入試・募集関連データを法人として一元的に管理・分析し、エビデンスに基づく戦略的な募集施

策の立案・改善を推進することによって、志願者数及び入学者数の安定的な確保を図る。 

（４）強固な財務基盤の確立＜新規＞ 

適切な予算策定及び予算統制を通じて効率的かつ効果的な予算執行を図るとともに、教育研究活

動への十分な投資を確保しつつ、経費削減の推進と安全性を重視した資金運用を行って収支の改善

と増収を図る。 

（５）研修の実施による人材育成の推進＜新規＞ 

適材適所の人員配置による組織力の最大化を図るため、若手から中堅職員までを対象として経営

的視点の醸成を目的とした研修を強化する。 
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幼稚
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附随
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